
　昨年は東日本大震災により開催できなかった旭市いいおか港・水産まつり—。
この日、泳ぐ魚に触れることのできるタッチプールの周りには家族連れが集まり、
魚を手にした子どもたちは、無邪気な笑顔を見せていました。（６月10日／飯岡漁港）
※関連記事９ページ

２年ぶりの開催に笑顔いっぱい
旭市いいおか港・水産まつり2012
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あさひの海岸物語あさひの海岸物語
2012

飯岡海水浴
場

サマーフェスタin矢指ケ浦

あさひ砂の彫刻美術展

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
幕
開
け
―
―
。

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト
。
今

年
は
二
つ
の
海
水
浴
場
も
開
設
さ
れ
、
あ
さ
ひ
砂
の
彫
刻
美
術
展
や
い
い
お
か

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
復
活
し
た
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
皆
さ

ん
の
“
熱
ー
い
夏
”
を
演
出
し
ま
す
。

物
語
の
主
役
を
飾
る
の
は
あ
な
た
で
す
！

帰ってきたぞ〜！
夏のイベント

砂像
が待
って
るぞ
—

最高のシーンが待っている

７
月
17
日
（火）
〜
31
日
（火）

あ
さ
ひ
砂
の
彫
刻
美
術
展

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
有
名
な
制
作
団

体
、
一
般
参
加
者
に
よ
る
砂
像
が
海

岸
を
幻
想
的
に
飾
り
ま
す
。

会
場
／
矢
指
ケ
浦
海
水
浴
場
特
設
会

場ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
７
月
21
日

（土）
・
22

日
（日）　
午
後
７
時
〜
10
時

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
／
７
月
21
日

（土）（
荒

天
時
は
翌
日
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

砂
像
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
／
午
後
６

時
〜

砂
像
と
光
の
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
／
午

後
７
時
40
分
ご
ろ
〜（
荒
天
時
は
中
止
）

花
火
／
午
後
８
時
30
分
ご
ろ
〜

問
あ
さ
ひ
砂
の
彫
刻
美
術
展
実
行
委

員
会（
☎
０
８
０
‐
５
０
９
３
‐
４

７
４
７
）

７
月
21
日
（土）
か
ら
オ
ー
プ
ン

矢
指
ケ
浦
・
飯
岡
海
水
浴
場

　
海
水
浴
は
こ
こ
で
決
ま
り
！　
駐

車
場
、
休
憩
場
所
、
ト
イ
レ
や
シ
ャ

ワ
ー
室
を
完
備
。
専
門
の
訓
練
を
受

け
た
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
常
駐
し
て

い
ま
す
の
で
、
快
適
で
安
全
な
海
水

浴
が
楽
し
め
ま
す
。

開
設
期
間
／
７
月
21
日

（土）
〜
８
月
26

日
（日）

遊
泳
時
間
／
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

交
通
規
制
／
期
間
中
、
矢
指
ケ
浦
海

水
浴
場
の
北
側
の
道
路
は
、
交
通
規

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
路
上
へ
の
駐

車
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
商
工
観
光
課
観
光
班（
☎
62
‐
５

３
３
８
）
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旭停車場線

矢指川 野中川

●GS

至矢指小↑

駐車禁止

矢指ケ浦海水浴場交通規制図

P P

P
P7 月 28日（土）

午後６時～９時（雨天翌日）

飯岡中

飯岡支所

一般車両規制
一方通行

国道 126号（飯岡バイパス）
保健センター

●

● ●
食彩の宿いいおか荘
　　　　　（休館中）
歩行者天国

旭市いいおかYOU・遊フェスティバル交通規制図

歩行者天国

大会本部

一
般
車
両
規
制

いいおかユートピアセンターいいおかユートピアセンター

旭市いいおかYOU・遊フェスティバル

2012 the story of Asahi coast

ドカ
ーン
と

4,50
0発！

宝
さ
が
し
大
会
／
午
前
11
時
〜（
荒

天
時
は
翌
日
）

問
商
工
観
光
課
観
光
班（
☎
62
‐
５

３
３
８
）

７
月
28
日
（土）
、
29
日
（日）

旭
市
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・

遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
見
て
」「
驚
い
て
」「
楽
し
む
」
三

拍
子
そ
ろ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年
代
で
楽
し
め
ま
す
。

会
場
／
飯
岡
海
水
浴
場
お
よ
び
そ
の

周
辺

交
通
規
制
／
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
日

の
28
日
は
、
会
場
周
辺
の
道
路
で
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

７
月
28
日

（土）

バ
ザ
ー
／
正
午
〜
午
後
３
時（
荒
天

時
は
翌
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
）

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
／
午
後
５
時
〜（
荒

天
時
は
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
）

夜
店
／
午
後
５
時
〜
９
時（
荒
天
時

は
翌
日
）

郷
土
芸
能
大
会
／
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

終
了
後
〜（
荒
天
時
は
い
い
お
か

ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
）

み
こ
し
／
午
後
６
時
10
分
〜
７
時
50

分（
荒
天
時
は
中
止
）

７
月
21
日
（土）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
矢
指
ケ
浦

　
海
水
浴
場
の
オ
ー
プ
ン
日
は
楽
し

み
が
い
っ
ぱ
い
。
全
て
に
参
加
し
て
、

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
景
品
を
獲
得

す
る
の
も
夢
じ
ゃ
な
い
。

会
場
／
矢
指
ケ
浦
海
水
浴
場

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会
／
午
前
９
時

45
分
〜

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
／
午
前
９

時
45
分
〜

ス
イ
カ
輪
投
げ
大
会
／
午
前
10
時
30

分
〜

海
浜
花
火
大
会
／
午
後
８
時
〜
９
時

（
荒
天
時
は
翌
日
）

７
月
29
日

（日）

宝
さ
が
し
／
午
後
１
時
〜（
荒
天
時

は
８
月
５
日

（日）
）

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
／
午
前

８
時
〜（
受
け
付
け
は
午
前
７
時
30

分
か
ら
で
小
雨
決
行
）

【
旭
市
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

あ
な
た
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
、

待
っ
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
／
市
役
所
や
各
支
所
な
ど

に
あ
る
応
募
票
に
写
真
を
添
付
し
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局
へ
。
各
部

門（
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
写
真
・
渚
の

部
）１
人
３
点
以
内
。

締
め
切
り
／
８
月
31
日

（金）

問
旭
市
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局（
商
工
観

光
課
観
光
班
内
・
☎
62
‐
５
３
３
８
）
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保
険
料
の
免
除
・

一
部
納
付
制
度

免
除
期
間
／
平
成
24
年
７
月
分
〜
25

年
６
月
分

申
請
期
限
／
平
成
25
年
７
月
31
日

（水）

※
平
成
23
年
７
月
分
か
ら
24
年
６
月

分
の
免
除
を
受
け
る
場
合
は
、
平

成
24
年
７
月
31
日

（火）
ま
で
に
申
請
。

対
象
／
本
人
と
配
偶
者
、
お
よ
び
世

帯
主
の
全
員
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
。

●
前
年
の
所
得
が
基
準
額
以
下
の
人

（
別
表
）

●
退
職
、
事
業
の
廃
止
と
な
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
人

●
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年
の

所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
人

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

●
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い
る

人若
年
者
納
付
猶
予
制
度

猶
予
期
間
／
平
成
24
年
７
月
分
〜
25

年
６
月
分

申
請
期
限
／
平
成
25
年
７
月
31
日

（水）

※
平
成
23
年
７
月
分
か
ら
24
年
６
月

分
の
猶
予
を
受
け
る
場
合
は
、
平

成
24
年
７
月
31
日

（火）
ま
で
に
申
請
。

対
象
／
30
歳
未
満
で
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
基
準
額
以
下
の
人

（
別
表
）

学
生
納
付
特
例
制
度

猶
予
期
間
／
平
成
24
年
４
月
分
〜
25

年
３
月
分

申
請
期
限
／
平
成
25
年
４
月
30
日

（火）

対
象
／
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の

学
生
で
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が

1
1
8
万
円
以
下
の
人

※
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
制
度
は
、
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
で
き
、
将
来

の
年
金
額
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

●
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の（
納
付
書
な
ど
）

●
家
族
が
申
請
す
る
場
合
は
、
印
鑑

お
よ
び
身
分
が
証
明
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

●
退
職
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類（
雇
用
保
険

受
給
資
格
証
の
写
し
な
ど
）

●
学
生
は
、
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）ま

た
は
在
学
証
明
書

●
転
入
し
た
人
は
、
前
年
の
所
得
を

証
明
す
る
書
類（
所
得
証
明
書
な

ど
）

※
全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
を
利
用
す
る
人
に
限
り
、
継
続

の
申
し
出
を
し
て
い
る
場
合
、
毎

年
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

免
除
制
度
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
…
…

全額免除・若年
者納付猶予 35万円×（扶養親族などの数＋1）＋22万円

一部
納付

1／4納付 78万円＋扶養親族（16歳以上19歳未満を除く）
などの数×※38万円＋社会保険料控除額など

半額納付 118万円＋扶養親族（16歳以上19歳未満を除く）
などの数×※38万円＋社会保険料控除額など

3／4納付 158万円＋扶養親族（16歳以上19歳未満を除く）
などの数×※38万＋社会保険料控除額など

〈別表〉所得の基準額の計算方法 　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
な
ど
に
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
全
額
免
除
や
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
な
ど
が
利
用

で
き
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

☎
62
‐
５
３
３
２

海
上
支
所
住
民
室☎

55
‐
３
１
１
４

飯
岡
支
所
住
民
室☎

57
‐
３
１
１
５

干
潟
支
所
住
民
室☎

68
‐
１
０
７
５

※�老人控除対象配偶者・老人扶養親族（70歳以上）がいる場合48万円、
特定扶養親族（19歳以上23歳未満）および扶養親族（16歳以上19歳未
満に限る）がいる場合は63万円に置き換える。
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保
険
料
の
決
ま
り
方

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
均

等
に
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
額（
限
度
額
55

万
円
）で
、
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
決
定
し
ま
す
。

　
原
則
、
保
険
料
は
県
内
均
一
で
す

が
、
旭
市
は
過
去
の
１
人
当
た
り
の

老
人
医
療
費
が
県
平
均
よ
り
20
％
以

上
低
か
っ
た
た
め
、
平
成
25
年
度
ま

で
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
不
均
一
保

険
料
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す（
表
１
）。

保
険
料
の
軽
減
措
置

　
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
除

く
）が
対
象
で
す
。
年
６
回
の
年
金

定
期
払
い
の
と
き
に
、
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
が
18
万
円
以
上
の
人
で
も
、

次
の
よ
う
な
と
き
は
一
定
の
期
間

「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

◦
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
っ
た（
65

歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
認

定
さ
れ
た
）

◦
年
度
途
中
で
転
入
し
た

◦
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額

の
変
更
が
あ
っ
た

◦
年
金
差
し
止
め
な
ど
に
よ
り
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
た

※
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
普
通
徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　
年
額
18
万
円
未
満
の
年
金
受
給
者
、

お
よ
び
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
人
が
対
象
で
す
。

　
納
付
書
は
決
定
通
知
書
と
一
緒
に

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

表
２
の
基
準
を
下
回
る
場
合
、
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で

健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
額
が
掛
か
ら

ず
、
均
等
割
額
も
９
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。保

険
料
の
納
め
方

　
納
付
方
法
は
、
資
格
取
得
の
時
期
、

年
金
受
給
額
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
送
付
さ
れ
る
決
定
通
知
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
特
別
徴
収（
年
金
引
き
落
と
し
）

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者

（
介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金

送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
市
役

所
ま
た
は
各
支
所
・
金
融
機
関
・
郵

便
局
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

被
保
険
者
証
、
預
金
通
帳
、
通
帳
の

届
け
出
印
を
持
参
し
、
市
指
定
の
金

融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
納
期
は
７
月
〜
翌
年
２
月
ま
で
の

年
８
回
で
す
。
納
期
限
は
各
月
の
末

日（
12
月
は
25
日
）で
、
休
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
を

納
め
な
か
っ
た
場
合

　
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を
納

め
な
か
っ
た
場
合
は
、
保
険
証
の
返

還
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

被
災
し
た
人
の
保
険
料

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
平
成

23
年
度
の
保
険
料
が
減
免
さ
れ
た
人

は
、
引
き
続
き
減
免
と
な
る
予
定
で

す
が
、
具
体
的
な
内
容
が
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
今
回
送
付
す
る
決
定
通

知
書
の
額
は
、
減
免
前
の
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
減
免
決
定
通
知
は
内
容

が
確
定
次
第
送
付
し
ま
す
。

旭市
均等割額 　35,800円
所得割率 6.97%
賦課限度額 550,000円

県内均一
均等割額 　37,400円
所得割率 7.29%
賦課限度額 550,000円

総所得金額が次の金額以下の世帯 軽減
割合

軽減後
均等割額

33万円　うち世帯内の被保険者全
員が年金収入80万円以下（そのほ
か各種所得がない）

９割 3,500円

33万円 ８. ５割 5,300円
33万円＋（24万5,000円×世帯に
属する被保険者数）
※被保険者である世帯主を除く。

５割 17,900円

33万円＋（35万円×世帯に属する
被保険者数） ２割 28,600円

〈表１〉平成24年度の保険料＝均等割額＋※所得割額

〈表２〉均等割額の軽減基準

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
75
歳
以
上
の
人
と
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
が
被
保
険
者
と
な
り
、
被
保
険
者
全
員
が
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
大
切
な
財
源
で
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料
は
、
法
律
に
よ

り
２
年
に
１
度
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
そ
の
見
直
し
年
に

当
た
り
、
保
険
料
が
決
定
し
た
の
で
、
７
月
中
旬
に
「
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

本
年
度
の
保
険
料
が
決
定

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
資
格
保
険
料
課

☎
０
４
３
‐
３
０
８
‐
６
７
６
８

市
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

☎
62
‐
５
８
８
２

※所得割額＝（総所得金額など−33万円）×所得割率

（１人当たり）
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実
施
時
期

　
７
月
２
日

（月）
〜

対
象

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
人
が
い
る
家
庭

チ
ー
パ
ス
の
配
布

　
市
で
は
、
7
月
2
日
に
市
内
の
小

中
学
校
お
よ
び
保
育
所（
園
）、
幼
稚

園
に
て
チ
ー
パ
ス
を
一
斉
配
布
し
ま

す
。
チ
ー
パ
ス
が
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供　

　
チ
ー
パ
ス
の
店
で
は
、
チ
ー
パ
ス

を
提
示
し
た
対
象
家
庭
に
対
し
、
任

意
に
設
定
し
た
子
育
て
応
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。

〈
子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
の
例
〉

◦
商
品
代
や
飲
食
代
な
ど
の
割
引 

◦
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス 

◦
預
金
や
ロ
ー
ン
金
利
の
優
遇 

◦
景
品
の
提
供 

◦
授
乳
や
お
む
つ
交
換
場
所
の
提
供 

◦
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
提
供 

協
賛
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　
県
で
は
、
チ
ー
パ
ス
の
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
募
集
対
象
は
、
店
舗

ま
た
は
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
、
子

育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
業
者
で
す
。

　
県
で
は
、
県
内
全
て
の
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
た
め
、
事
業
者
の

協
力
を
得
て
「
子
育
て
応
援
！
チ
ー
パ
ス
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
チ
ー
パ
ス
事
業
で
は
県
内
の
子
育
て
家
庭
が
、
市
町
村
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
る
優
待
カ
ー
ド
「
チ
ー
パ
ス
」
を
、
協
賛
事
業
者
「
チ
ー
パ
ス

の
店
」
に
提
示
す
る
と
、
割
引
な
ど
の
子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。 

子
育
て
家
庭
を
応
援
し
ま
す

「
子
育
て
応
援
！
チ
ー
パ
ス
事
業
」

子育て世帯

子育て家庭優待カード
「チーパス」

協賛事業者優待カード提示

サービス提供

協賛店の情報提供 協
賛
申
し
込
み

県内の妊婦または中学生以下の
児童１人以上がいる世帯

優待カード配布 ス
テ
ッ
カ
ー
交
付

千葉県
協賛ステッカー
「チーパスの店」

※�チーパスの店に関する情報は、子育て応援！チーパスねっとのホームページ（http://www.chiba-kosodate.jp/）で見ることができます。

問
い
合
わ
せ
先

●
チ
ー
パ
ス
の
配
布

市
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
62
‐
８
０
１
２

●
チ
ー
パ
ス
の
店
の
募
集

県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課
少
子

化
対
策
室
「
子
育
て
応
援
！
チ
ー

パ
ス
事
業
」
担
当

☎
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
３
１
７
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【試験日時】
　９月16日（日）　午前10時～（午前９時受け付け開始）

【試験会場】
　旭市立第二中学校

【申込用紙の請求】
　７月３日（火）から市役所総務課、各支所住民室、消防本
部総務課、旭中央病院総務人事課で配布します。
郵送を希望する場合
　封筒の表に「職員採用試験申込請求」と赤書きし、返信用
封筒（Ａ４サイズの封筒に郵便番号、住所、氏名を記入し

※職員採用試験に関するくわしい情報は、市ホームページでも見ることができます。

140円切手を貼ったもの）を同封の上、市役所総務課へ請
求してください。

【申込受付期間】
　７月24日（火）〜８月10日（金）　※土・日曜日を除く。
　午前８時30分〜午後５時15分
※郵送の場合は、８月10日（金）の消印有効。

【申し込み方法】
　希望職種の申し込み先へ申込用紙を持参、または郵送し
てください。
※希望職種によって申し込み先が異なります。

申し込み・問い合わせ先 職　種 採用予定人数 受験資格

旭市役所総務課職員班
〒289-2595
旭市ニの1920
☎62-5368

一般行政職上級 ８名程度

　昭和57年４月２日〜平成３年４月１日までに生まれた人で、
学歴を問わない。平成３年４月２日以降に生まれた人で、学校
教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人、または平
成25年３月までに大学を卒業する見込みの人。

一般行政職初級 ２名程度 　平成３年４月２日〜７年４月１日までに生まれた人で、学歴
を問わない。

技術職（建築）
上級 １名程度

　昭和57年４月２日〜平成３年４月１日までに生まれた人で、
学歴を問わない。平成３年４月２日以降に生まれた人で、学校
教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人、または平
成25年３月までに大学を卒業する見込みの人。

技術職（土木）
初級 １名程度 　平成３年４月２日〜７年４月１日までに生まれた人で、学歴

を問わない。

保育士職 ３名程度
　昭和52年４月２日〜平成５年４月１日までに生まれた人で、
保育士の資格を有する人、または平成25年春季までに資格取
得見込みの人。

旭市消防本部総務課　
〒289-2511
旭市イの2953-1
☎63-5355

消防職初級 ４名程度

　昭和63年４月２日〜平成７年４月１日までに生まれ、次の
全ての要件を満たす男性で、学歴を問わない。
（1）�身長160cm以上、体重50kg以上、胸囲おおむね身長の２

分の１以上、両眼とも裸眼視力0.3以上、色覚正常、聴力
左右正常、消防活動従事のため身体が強健であること

（2）原則として採用時に旭市内に居住可能であること

旭中央病院総務人事課　
〒289-2511
旭市イの1326
☎63-8111（代）

病院職上級 若干名

　昭和57年４月２日〜平成３年４月１日までに生まれた人で、
学歴を問わない。平成３年４月２日以降に生まれた人で、学校
教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人、または平
成25年３月までに大学を卒業する見込みの人。

病院職初級 若干名 　平成３年４月２日〜７年４月１日までに生まれた人で、学歴
を問わない。

あなたの「元気」「笑顔」「行動力」を旭市発展のために！！

旭市では、平成25年４月１日採用予定の職員の採用試験を行います。

職員募集
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　市では、協働によるまちづくりを推進するため、市内における市民活動団体の設立や新たな
事業の実施など、皆さんの自主的なまちづくりの活動を支援する、補助金を交付しています。　
　本年度は３団体が採択され活動を行っていますが、より多くの皆さんが参加できるよう追加
募集を行います。

※
活
動
の
人
件
費
、
食
糧
費
、
団
体

の
運
営
経
費
、
備
品
購
入
費
な
ど

は
対
象
外
で
す
。

●
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
年
度
ご
と
に
申
請
し
、
最
長
３
年

（
ス
タ
ー
ト
支
援
を
受
け
た
場
合

は
２
年
）ま
で
。
最
終
年
度
は
補

助
率
３
分
の
１
以
内
。

●
限
度
額

　
年
50
万
円

対
象
と
な
る
団
体
は

　
市
内
を
活
動
拠
点
と
し
、
５
人
以

上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
、
構
成
員

の
過
半
数
が
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
し
て
い
る
こ
と
。

　
市
か
ら
別
の
補
助
を
受
け
て
い
る

団
体
、
営
利
お
よ
び
政
治
活
動
や
宗

教
活
動
を
行
う
団
体
は
、
対
象
外
で

す
。

※
申
請
に
は
、
市
に
団
体
の
登
録
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
は

　
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
間

　
７
月
２
日

（月）
〜
23
日

（月）

●
選
考
方
法

　
書
類
審
査
と
申
請
者
か
ら
の
事
業

説
明
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
活
動
は

　
市
民
団
体
が
自
主
的
・
主
体
的
に

取
り
組
む
事
業
で
、
よ
り
地
域
の
活

性
化
や
、
社
会
・
地
域
の
課
題
解
決

が
図
ら
れ
る
事
業
で
す
。

具
体
的
に
は
ど
ん
な
補
助
金

〈
ス
タ
ー
ト
支
援
〉

　
団
体
設
立
の
た
め
の
経
費
や
、
設

立
後
間
も
な
い
団
体
が
、
事
業
を
開

始
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
な
ど
を

補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
設
立
後
２
年
以
内
で
、
活
動
を
継

続
し
て
行
う
団
体

●
補
助
対
象
と
な
る
経
費

　
事
業
開
始
の
た
め
の
事
務
費
、
講

師
謝
礼
、
印
刷
費
、
通
信
費
な
ど

●
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

●
限
度
額

　
10
万
円（
１
団
体
１
回
限
り
）

〈
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
〉

　
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
を
支
援
す

る
た
め
、
団
体
が
行
う
新
規
事
業
や

事
業
の
拡
大
な
ど
に
必
要
な
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

●
対
象

　
設
立
後
１
年
以
上
経
過
し
た
団
体

●
補
助
対
象
と
な
る
経
費

　
事
業
の
実
施
に
必
要
な
諸
経
費

種別 団体名 事業の概要
スタート支援 旭市観光写真ボランティア会

　旭市の美しい観光資源について広くＰＲし、旭市を訪れる人に対し
「おもてなしの心」を持って、観光案内および写真撮影の手助けをする。

ステップアッ
プ支援

NPO法人スポー
ツアカデミー

●�子どもから大人までスポーツに触れる環境をつくるとともに、各
年代に合った競技性や目標・目的を持って活動することにより、
スポーツへの意欲を向上させる。

●�「子どもから大人へ」「チームから仲間へ」「指導者から選手へ」ス
ポーツを通してたくさんのつながりをつくることを目的とする。

旭津波被災者支
援の会

●被災者ニーズに基づく支援事業
●被災者の心のケアと健康回復事業
●旭地域および飯岡地域の津波特性などの調査研究事業
●広報啓発事業（津波講演会）などの開催
●そのほか、必要に応じたイベント事業

本年度、採択され活動を行っている団体

旭市観光写真ボランティア会が開催した金環日食観賞撮影会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

☎
62
‐
５
３
９
６

市民のまちづくり活動を応援します
“市民まちづくり活動支援事業”を追加募集
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ASAHI Topicsトピックス

新
鮮
な
海
の
幸
を
求
め
、過
去
最
多
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

旭
市
い
い
お
か
港
・
水
産
ま
つ
り
2
0
1
2

市いいおか港・水産まつりが６月10日、飯
岡漁港で開催されました。天候にも恵まれ、

過去最多となる約25,000人が訪れました。
　大漁旗で飾り付けされた会場には、飯岡漁港で水
揚げされた水産物や、水産加工品などの売り場が設
けられ、新鮮な海の幸を求める人たちの長い行列が
できていました。またヒラメの稚魚の放流やセリの
疑似体験のほか、各種ステージイベントなども行わ
れ、家族連れなどでにぎわいを見せていました。

旭

①大漁旗がたなびく会場
②売り場には笑顔と活気があふれる
③ホウボウなどの新鮮な魚が並びます

①

②

③

協力して植えた花に思わずニッコリ

駅のホームを花で彩る
花いっぱいボランティア活動

農業高校生活科学科の生徒たちが５月28日、農業
実習で育てたマリーゴールド80本を市内の老人ク

ラブと協力し、ＪＲ旭駅のホームの花壇に植えました。
　生徒たちは、老人クラブのメンバーからアドバイスを受
けて、一本一本丁寧に植え付け「都会からのお客さんが『旭
はきれいだね』と思ってくれたら、うれしい」と話していま
した。

旭
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①�前方の火点に向かって
放水（第１中隊第２分
団第２部）

②�動作の一つ一つに緊張
が走る（第３中隊第１
分団第３部）

①よい歯のコンクール最優秀賞者（前列）
②健歯児童・生徒入賞者

①

①

②

②

良い歯は生涯の友
よい歯のコンクール、健歯児童・生徒表彰式

旭の「め組」が魅せた最高の舞台
旭市消防操法大会

岡保健センターで６月７日「よい歯のコンクール」、海
上公民館で６月21日、健歯児童・生徒の表彰式が行

われました。入賞者は次のとおり（敬称略）。
【8020の部】　※80歳以上
最優秀賞／伊藤彌生　優秀賞／方

かた

波
ば

見
み

操、多田良枝、米本あ
き、笹本鉄夫、増田好

【親と子の部】
最優秀賞／水野真実・麻結

【8020運動普及標語・小学生の部】
最優秀作品／「めざそうよ　むし歯ゼロの歯　健康のもと」赤
羽根朋美（三川小４年）

【8020運動普及標語・中学生の部】
最優秀作品／「しあわせな　人生送ろう　歯とともに」石毛大
暉（二中２年）

【健歯児童・生徒の部】
最優秀賞／伊藤駿斗（豊畑小）、明智杏莉（矢指小）、秀谷和孝
（飯岡中）、角田奈津美（海上中）　優秀賞／須藤冬哉（琴田小）、
田村義行（干潟小）、伊藤彩姫（富浦小）、川口柊（豊畑小）、飯
田隼平（海上中）、日敷貴志（干潟中）、田村彩乃（飯岡中）、髙
木千聖（干潟中）　口腔保健奨励賞／鶴巻小

飯

防団員による消防操法の技術を競い合う大会が６月
３日、旭文化の杜公園で行われました。団員たちは

この大会に向け、それぞれが仕事を抱えながらも夜間や休
日、約１か月間にわたり猛練習。実際の火事場同様の素早
い動作を披露し、演技を終えると「良かったぞ」「最高だ」と
仲間が駆け寄り、涙で健闘を称え合う場面もありました。
大会の主な結果は次のとおり（敬称略）。

【団体】　※旭市代表として６月24日の海匝大会に出場。
ポンプ車の部／１位：第２中隊第7分団第１部　２位：第
３中隊第１分団第３部　小型ポンプの部／１位：第１中隊
第２分団第２部　２位：第１中隊第３分団第３部

【個人】
ポンプ車の部／最優秀指揮者：加瀬義和（第３中隊第１分
団第３部）　最優秀１番員：菱木哲治（第１中隊第２分団第
１部）　最優秀２番員：石毛健太（第２中隊第７分団第１
部）　最優秀３番員：遠藤友喜（第２中隊第７分団第１部）
最優秀４番員：多田英輔（第３中隊第１分団第３部）　小型
ポンプの部／最優秀指揮者：藤井健一（第１中隊第２分団
第２部）　最優秀１番員：高安祐太郎（第２中隊第７分団第
２部）　最優秀２番員：椿政貴（第１中隊第２分団第２部）
最優秀３番員：菅谷千

たて

城
き

（第２中隊第７分団第２部）　優秀
指揮者：菅谷翔太（第２中隊第７分団第２部）　※最優秀指
揮者と同成績（年齢順）。
※第１・２中隊＝旭地域、第３中隊＝海上地域

消
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命懸けの救出の３人に感謝状
消防協力者表彰

隠れたごみも見逃しません

みんなの手で旭をきれいに５
27

　ごみの散乱防止と再
資源化を推進し、きれ
いな旭をつくろうと春
のゴミゼロ運動が市内
各地で実施されまし
た。参加した多くの市
民の手により、ペット
ボトルや空き缶といっ

た多くのごみが道路脇の草むらなどから拾い集められまし
た。この日、市内で拾い集められたごみの総量は約16ｔ
に上ります。

を８対２で破り、初優勝を果たしました。網戸スターズは、
７月27日から成田市で行われる関東大会に出場します。

　第34回千葉県スポー
ツ少年団軟式野球交流
大会の決勝戦が、富津
市民ふれあい公園球技
広場で行われ、網戸ス
ターズが明神学区ス
ポーツ少年団（銚子市）県大会制覇の網戸スターズ

網戸スターズが県大会制覇６
３

元気いっぱい！　笑顔いっぱい！
小学校運動会

　平成24年旭市議会第２回
定例会開会日の６月５日、議
長の選挙が行われ、林俊介議
員が選ばれました。

市議会議長
林俊介さん（神宮寺）

市議会議長が
決まりました

あいさつをする会長の明智市長

１日も早い全線開通を目指して22

と決議され、野村総合研究所顧問の増田寛也さんを講師に
「新たな国づくりに向けて〜東日本大震災を経験して〜」と
題した基調講演も行われました。

　第14回銚子連絡道
路整備促進地区大会
が、匝瑳市の八日市場
ドームで開催され、地
域住民や関係者など
600人が集まりまし
た。大会では「１日も
早い全線開通を望む」

５

「じゃん　けん　マン‼」と勝負　（富浦小）

夏の爽やかな日差しの中、６月２日に市内小学校（共
和小、富浦小、矢指小）で、運動会が開催されました。

各学校とも、定番の徒競走や綱引き、趣向を凝らした競技
などがあり、個性豊かな運動会となっていました。
　元気いっぱいに頑張る子どもたちに、観覧席から温かい
笑顔と声援が送られていました。

初

市長からの感謝状を受け取る野口さん（中央）ら３人

らの危険を顧みず火災現場に飛び込み、人命救助を
行った野口はるさん（下永井）、岡野春彦さん（銚子

市）、金島友美さん（神栖市）に６月15日、市長から感謝状
が贈られました。
　野口さんは３月２日、下永井地先の建物内で衣服に炎が
燃え移った女性を発見、消火しこの女性を救いました。岡
野さんと金島さんは４月25日、勤務先（ロ）付近の建物か
ら煙が上がっているのを発見、建物内に入り一部で燃え上
がる炎と濃い煙の中、２人で協力し合い居住する女性を救
い出しました。

自
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８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者

証
と
高
齢
受
給
者
証
が
届
き
ま
す

　

75
歳
以
上（
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
は
65
歳
以
上
）の
人
の
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期
／
●
被
保
険
者
証
…
７
月

初
旬　
●
高
齢
受
給
者
証
…
７
月
下

旬　※
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

と
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日

（火）
ま
で
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
申
請
を

忘
れ
ず
に

　
申
請
に
よ
り
、
限
度
額
適
用
認
定

証
な
ど
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
診
療

を
受
け
る
と
き
に
、
認
定
証
を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

同
一
医
療
機
関
で
の
一
か
月
の
支
払

い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
入
院
時

の
食
事
代
の
軽
減
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
現

在
こ
の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、

８
月
１
日
以
降
も
対
象
と
な
る
人
に

は
、
新
し
い
認
定
証
を
被
保
険
者
証

と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
印

鑑
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
ま
た

は
各
支
所
住
民
室
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
し
、
認
定
さ
れ
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
な
ど
が
交
付
さ
れ
、

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
に
な

り
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
認
定
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
漏
れ
の
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
使
用
し
て
い
る
限
度
額
適
用

認
定
証
な
ど
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
ま
で
で
す
。

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
班

（
☎
62
‐
５
３
３
１
）、
高
齢
者
医
療

年
金
班（
☎
62
‐
５
８
８
２
）

忘
れ
ず
に
！

障
害
基
礎
年
金（
20
歳
前

の
障
害
な
ど
）の
現
況
届

　
こ
の
届
け
出
は
、
受
給
者
や
家
族

の
状
態
に
変
化
が
な
い
か
確
認
し
、

引
き
続
き
年
金
が
支
給
さ
れ
る
か
を

決
定
す
る
、
年
に
一
度
の
大
切
な
も

の
で
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
／
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

●
20
歳
前
に
初
診
の
あ
る
疾
病
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
。

●
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
。

※
対
象
と
な
る
人
に
は
、
６
月
下
旬

に
日
本
年
金
機
構
が
現
況
届
の
用

紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
／
７
月
31
日

（火）

提
出
場
所
／
保
険
年
金
課（
住
民
税

や
所
得
税
の
申
告
を
し
て
い
る
人
は
、

各
支
所
住
民
室
に
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
）

　

な
お
年
金
を
受
け
取
る
よ
う
に

な
っ
て
１
年
未
満
の
人
と
、
ほ
か
の

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

引
き
続
き
障
害
基
礎
年
金
の
支
払
い

が
全
額
停
止
と
な
る
人
は
、
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
☎
62
‐
５
３
３
２
）

有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

水
稲
の
病
害
虫
防
除

日
時
／
●
干
潟
地
域
：
７
月
14
日

（土）

午
前
４
時
〜
９
時　
●
海
上
地
域
：

７
月
18
日

（水）　
午
前
５
時
〜
９
時

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
早
朝
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

散
布
区
域
に
近
い
人
は
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
散
布
区
域
に
は
白
旗
を
立
て
る
の

で
、
散
布
後
２
、
３
日
は
区
域
内

に
立
ち
入
ら
な
い
。

●
散
布
当
日
は
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物

な
ど
は
外
に
出
さ
な
い
。

●
子
ど
も
た
ち
を
散
布
区
域
に
近
づ

け
な
い
。

●
散
布
当
日
、
野
外
に
駐
車
し
て
い

る
車
は
カ
バ
ー
な
ど
で
覆
う
。
薬

剤
が
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
水
洗
い
を
す
る
。
散
布
区
域

を
走
行
す
る
と
き
は
、
特
に
注
意

す
る
。

問
干
潟
地
区
植
物
防
疫
協
会（
☎
60

‐
６
４
６
４
）、
海
上
植
物
防
疫
協

会（
☎
55
‐
３
１
３
１
）、
農
水
産
課

振
興
班（
☎
68
‐
１
１
７
５
）

８
月
１
日
（水）
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

対象 所得区分 交付申請できる認定証

国
民
健
康
保
険

70歳未満

住民税課
税世帯 限度額適用認定証

住民税非
課税世帯

限度額適用・標準負担
額減額認定証または標
準負担額減額認定証

70歳以上75歳未満

住民税課
税世帯

高齢受給者証を提示す
ることで、自己負担限
度額までの請求となり
ます。

住民税非
課税世帯

限度額適用・標準負担
額減額認定証または標
準負担額減額認定証

後
期
高
齢
者
医

療
制
度

◦75歳以上
◦�65歳以上75歳未
満で一定の障害が
あり認定された人

住民税非
課税世帯

限度額適用・標準負担
額減額認定証

※�75歳未満の人の「限度額適用認定証」および「限度額適用・
標準負担額減額認定証」の交付には国民健康保険税を完納
していることが条件となります。

限度額適用認定証・標準負担額減額認定証の対象

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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調
査
員
の
訪
問

　

希
望
に
よ
り
、
調
査
員
が
訪
問

し
て
再
設
定
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

詐
欺
行
為
に
注
意
！

　
再
設
定
に
か
か
る
金
銭
の
授
受
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
行
為
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
1
０
１
２
０
‐
９
２
２
‐
３

０
３　
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
９

時　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
：
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
） 

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど

で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
０
３

‐
４
３
２
１
‐
０
７
７
０
ま
で

犯
罪
の
な
い
町
を
目
指
し
て

７
月
１
日
は

「
旭
市
防
犯
デ
ー
」で
す

　
市
で
は
、
毎
年
７
月
１
日
を
「
旭

市
防
犯
デ
ー
」
と
定
め
、
７
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
防
犯
週

間
と
し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
週
間
で
は
、
警
察
や
防
犯
関

係
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、
さ
ら
な

る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
を
行
い
、

地
域
の
安
全
と
市
民
の
防
犯
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
こ
れ
を
機
会
に
、
一
人
一
人
が
防

犯
意
識
を
持
ち
、
犯
罪
の
起
こ
り
に

く
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

防
犯
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
診
断
士
が
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
防
犯
対
策
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

防
犯
講
演
会

日
時
／
７
月
３
日

（火）　
午
後
３
時
〜

場
所
／
東
総
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

演
題
／
「
地
域
の
犯
罪
予
防
に
つ
い

て
〜
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
〜
」

講
師
／
大
野
雅
之
さ
ん（
千
葉
県
防

犯
設
備
協
会
理
事
）

入
場
料
／
無
料

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

そ
の
テ
レ
ビ
は
大
丈
夫
？

銚
子
テ
レ
ビ
中
継
局
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更

　
銚
子
テ
レ
ビ
中
継
局
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
新
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
の
放
送
は
、
７
月
９
日

（月）
か
ら

開
始
し
、
旧
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
放
送

は
10
月
10
日

（水）
で
終
了
し
ま
す
。

　
銚
子
テ
レ
ビ
中
継
局
の
電
波
を
受

信
し
て
い
る
家
庭
で
は
、
下
記
期
間

中
に
テ
レ
ビ
の
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再

設
定
」
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設
定

①
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

自
動
的
に
再
設
定
を
行
う
機
能
が

あ
り
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
再
設

定
の
作
業
は
不
要
で
す
。

②
自
動
的
に
再
設
定
を
行
う
機
能
が

な
い
一
部
の
テ
レ
ビ
で
は
、
手
動

で
再
設
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
取
扱
説
明
書
に

従
っ
て
再
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://digisuppo.jp/re 

pack/setting/

）で
も
再
設
定

に
必
要
な
情
報
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
「
メ
ー
カ
ー
名
」

と
「
型
番
」
を
あ
ら
か
じ
め
確
認

の
上
、
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

放送局 旧チャンネル 新チャンネル
①ＮＨＫ総合 34 ⇒ 51
②ＮＨＫ教育 26 ⇒ 39
③千葉テレビ ※変更はありません。
④日本テレビ 25 ⇒ 33
⑤テレビ朝日 24 ⇒ 43
⑥ＴＢＳテレビ 22 ⇒ 36
⑦テレビ東京 23 ⇒ 45
⑧フジテレビ 21 ⇒ 42

旧チャンネル

７/９（月） 10/10（水）

新チャンネル

新チャンネル放送開始 旧チャンネル放送終了

銚子テレビ中継局のチャンネル変更期間　 変更になるチャンネル

　〜車にも　乗せようマナーと　思いやり〜　をス
ローガンに、夏の交通安全運動を７月20日（金）〜
31日（火）まで実施します。
　夏休みに入った子どもたちの開放感から起こる事
故や、夏の行楽シーズンに伴う交通量の増加などに
よる事故の発生が懸念されます。交通ルールの遵守
と正しい交通マナーを実践し、交通事故を防止しま
しょう。
運動の重点目標
　１．子どもと高齢者の交通事故防止
　２．自転車の安全利用の推進
　３．飲酒運転の根絶
問市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）

夏の交通安全運動
実施

確認を忘れずに
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「七夜物語」（上・下）�  
川上弘美 著（朝日新聞出版）

　小学校４年生の鳴海さよは、母親と
２人暮らし。ある日、図書館で出合っ
た『七夜物語』という本に導かれ、同級
生の仄

ほの

田
だ
君と夜の世界へ迷い込んでゆ

く。幾つかの夜を越えるうちに成長し
ていく２人の冒険の行き先は……。
　時代は昭和50年代。あのころ子ど
もだった大人にとっ
て、切なく、そして幸
福な夢を錯覚させる余
韻を残す物語。著者初
の長編ファンタジー。

●すべては今日から	 （児玉清）
●新島八重　愛と闘いの生涯
	 （吉海直人）
●（日本人）	 （橘玲）
●宇宙の渚	 （ＮＨＫ取材班）
●大往生したけりゃ医療とかかわるな		
	 （中村仁一）
●おやじダイエット部の奇跡
	 （桐山秀樹）
●山下清の放浪地図	 （山下浩）
●100歳の流儀	 （新藤兼人）
●ココロ・ファインダ	 （相沢沙呼）
●夜をぶっとばせ	 （井上荒野）
●十二単衣を着た悪魔	 （内館牧子）
●語りつづけろ、届くまで（大沢在昌）
●ペトロ	 （今野敏）

市図書館だより 問市図書館（☎62-2560）

今月の一冊 新着図書

文化情報ナビ
文化施設からのお知らせ

※入場料を記載していない催し物は無料です。

第８回旭市民音楽祭
日時／８月５日（日）　開場：午
後0時30分　開会・開演：午後
１時
内容／ピアノ、吹奏楽、マン
ドリン、大正琴、草笛、ロック、
ポップスなど、音楽愛好者によるコンサート
問生涯学習課文化振興班（☎55-5728）

ロシア交流コンサート
日時／９月17日（月・祝）　開場：午後１時30分　開演：
午後２時
内容／ロシア天才少年少女とあさひ少年少女合唱団との
共演によるコンサート
入場料／1,000円（全席自由）
チケット発売日／７月12日（木）　午前10時〜　※初日
に限り、１人４枚まで
チケット発売所／三川屋駅前店・国道店、サンモールイ
ンフォメーション、向後文具店、東総文化会館、いいお
かユートピアセンター、干潟公民館、生涯学習課（海上
支所１階）
問生涯学習課文化振興班（☎55-5728）

東総文化会館
７月の休館日　２日、９日、17日、23日、30日

はじめてのデジカメ教室写真展
期間／７月１日（日）〜15日（日）
川島慶子・史代親子作品展　幸せを呼ぶ折り紙とレース
編み
期間／７月17日（火）〜31日（火）

〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時（最終日は、午後３時まで）
問海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

●鍵のない夢を見る	 （辻村深月）
●痛み	 （貫井徳郎ほか）
●霖

りん

雨
う

	 （葉室麟）
●盗作の報酬	 （三浦明博）
●遺稿	 （立川談志）
●美女の七光り	 （林真理子）

＊おはなしの時間＊
幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／7月12日（木）
　　　午後４時〜５時
　　　7月26日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館
※�12日（木）は、七夕飾り作りも行い
ます。

書道作品の展示
期間／７月２日（月）〜８日（日）
時間／午前10時〜午後５時
問旭書院・濱野（☎63-1303）
押花絵作品の展示
期間／７月20日（金）〜29日（日）
時間／午前10時〜午後６時
問鈴輪押花会・堀川（☎55-2377）
※�まちかどギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせ
は、商工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

まちかどギャラリー「銀座」
定休日　毎週水曜日

開館時間／火〜金曜日…午前9時〜午後6時　土・日曜日…午前9時〜午後5時
今月の休館日／17日（火）、19日（木）、毎週月曜日

絵本の読み聞かせ会
日時／７月21日（土）　午後１時20分〜１時50分
問海上公民館（☎55-2566）

海上公民館
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相談名 内　容 期　日  ・  時　間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

７月 2日（月）　午前10時～午後３時
７月17日（火）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡

市役所会議室 市民生活課
☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�市民を対象（同一内
容での相談は１回限
り）

７月 9日（月）　午後１時30分～４時
※予約制  ２日（月）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-5396７月23日（月）　午後１時30分～４時

※予約制　17日（火）午前８時30分から受け付け 市役所会議室

人権･行政相談 人権問題、行政への要
望・意見など

７月 3日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁

市民生活課
☎62-5396

７月10日（火）　午後１時30分～３時30分 飯岡支所
７月17日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所
７月24日（火）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

７月 4日（水）　午後１時30分～３時30分 飯岡福祉センター
社会福祉協議会
本所　　☎57-5577
旭支所　☎64-2570
海上支所☎55-5517
干潟支所☎68-1079

７月11日（水）　午後１時30分～３時30分 青年の家２階

７月18日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

７月25日（水）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家1階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

（南分館２階）
旭市子育て支援センター
☎62-7099

家庭児童相談 不登校･児童虐待･児童
養育問題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 
☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 
☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など ７月19日（木）　午前９時30分〜
受け付け：午前９時15分～10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談 福祉（生活）全般にわた
る相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援セン
ター海匝ネットワーク
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

障害者差別相談 障害者差別に関する相談 月～金曜日　午前９時～午後５時 （電話受付） 海匝健康福祉センター
☎0479-22-0739

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家1階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など ７月14日（土）　午後１時～４時 青年の家2階 行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題
多重債務の相談など

７月14日（土）　午後１時～５時
※12日（木）までに電話予約 市民会館2階 司法書士加瀬事務所

☎73-2654

税理士会 税に関する相談 ７月10日（火）　午前10時～正午
※予約制（受け付けは平日の午後） 旭市商工会館１階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901

一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、各種の無
料相談を行っています。秘密は守られます。相談室
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任意予防ワクチン接種費用を助成します
①子宮頸

け い

がん予防ワクチン
�対象：中学校１年生〜高校１年生の女子　※高校２年生で3月末日までに接種を
１回以上受けた場合は該当。
助成額：１回当たり15,000円　
②ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン
�対象：生後２か月以上５歳未満　助成額：１回当たり7,500円
③小児用肺炎球菌ワクチン
�対象：生後２か月以上５歳未満　助成額：１回当たり10,000円
④高齢者肺炎球菌ワクチン
�対象：70歳以上　助成額：3,000円　※助成は１回限り。
各接種の新規対象者には順次通知します。
問健康管理課予防班（☎63-8766）

健康インフォメーション

問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）
※�献血カードを持っている人は持参してくだ
さい。

献血に協力を！
期　日 場所・受付時間

７月 6日（金）
飯岡保健センター

10：00〜11：45
13：00〜15：45

７月12日（木） 海上保健センター13：00〜16：00

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）
種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 ７月 2日（月） 12：50〜13：10 平成24年 2月24日〜 3月11日生
７月20日（金） 平成24年 3月12日〜27日生

１歳６か月児健康診査 ７月11日（水） 12：50〜13：10 平成22年12月 3日〜11日生
７月25日（水） 平成22年12月12日〜30日生

２歳児歯科健康診査 ７月12日（木） 9：00〜 9：20 平成21年12月25日〜22年 1月14日生
７月26日（木） 平成22年 1月15日〜 2月 7日生

３歳児健康診査 ７月13日（金） 12：50〜13：10 平成21年 1月14日〜 2月 1日生

相談

育児相談
※旭市保健センター ７月 6日（金） 9：00〜10：00 乳幼児の発育確認、言葉・食事・歯などに関する

相談
ことばや発達の相談
※予約制

７月 9日（月） 9：30〜14：30 就学前の子どもの言葉や発達に関する個別相談７月18日（水）
歯科相談 ７月19日（木） 9：15〜10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導

教室

両親学級
７月 3日（火）第３回

9：00〜 9：15
妊娠中の栄養（調理実習）、おもちゃ作りなど

７月23日（月）第４回 沐
もく
浴
よく
実習、妊婦体験など

子育て学級 ７月 3日（火）第２回 9：15〜 9：30 平成24年３〜４月生まれの第１子と希望者
離乳食教室
※申込制 ７月17日（火） 13：00〜13：20 平成24年１〜２月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

乳幼児予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）
【集団接種】※日程は都合により変更になることがあります

種　別 場所・期日 受付時間 対　象
旭市保健センター 海上保健センター

BCG － ７月18日（水） 13：15〜13：45 生後3〜6か月未満 
※期間が短いので最優先で受けましょう。

ポリオ ７月 5日（木） － 13：15〜14：00 生後3〜90か月（7歳半）未満

三種混合 ７月 4日（水） ７月25日（水） 13：15〜14：00 生後3〜90か月（7歳半）未満７月11日（水）

【個別接種】　場所：各指定医療機関　★麻しん（はしか）排除を目標に国を挙げて対策強化中！
種　別 対　象

MR（麻しん・風しん混
合）ワクチン

１期：生後12〜24か月未満
２期：平成18年４月２日〜19年４月１日生
３期：中学校１年生（平成11年４月２日〜12年４月１日生）
４期：高校３年生相当年（平成６年４月２日〜７年４月１日生）

日本脳炎

１期：生後36〜90か月未満　※３歳を迎えた翌月初めに通知します。
２期：９〜13歳未満
※�特例対象者として平成17～21年度の間に接種ができなかった、平成７年６月１日～19年４月
１日生まれの人が、定期接種として受けることができるようになりました。希望する人は健康
管理課へ申し込んでください。

※転入者などで通知の届かない場合は、早めに連絡してください。
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…申し込み　問…問い合わせ

福祉・介護人材の確保と就労をサポート
「福祉のしごと就職フェア・in ちば」
日時／７月14日（土）　午後１時〜４時
場所／幕張メッセ国際会議場コンベン
ションホールほか（千葉市）
対象／社会福祉施設・事業所などに就
職を希望する人　※履歴書不要
内容／求人のある社会福祉施設・事業
所の採用担当者との個別面談など
費用／無料
問千葉県社会福祉協議会千葉県福祉人
材センター（☎043-222-1294）

市税の夜間納税窓口

日時／７月10日（火）　午後８時まで
場所／税務課
問税務課収税班（☎62-5322）

お知らせ
Information

消費者を支える
「消費生活専門相談員」資格試験
申込期限／８月６日（月）
第１次試験／９月29日（土）
試験会場／申し込み後に通知されま
す。
受験要項配布場所／旭市消費生活セ
ンター　※国民生活センターのホーム
ページ（http://www.kokusen.go.jp/
shikaku/shikaku.html）からもダウン
ロード可。

問〒108-8602　東京都港区高輪3- 
13-22　独立行政法人国民生活セン
ター資格制度室（☎03-3443-7855）

７月１日（日）からの国籍事務
千葉地方法務局戸籍課で
　千葉地方法務局匝瑳支局で取り扱っ
ていた帰化許可申請、届け出による国
籍取得、国籍離脱、そのほかの国籍に
関する相談は、千葉地方法務局戸籍課
で取り扱うことになりました。
問千葉地方法務局戸籍課（☎043-30 
2-1317）

くらしのインフォメーションi

東部ターミナルケア研究会講演会

日時／７月７日（土）　午後３時〜４時
場所／旭中央病院看護師学校５階中講
堂②
テーマ／終末期がん患者の口腔ケアそ
の実際
講師／秋葉正一医師（旭中央病院歯科
口腔外科部長）、太田華子医師（同歯科
衛生士）
費用／500円　※学生は半額
問千葉東部ターミナルケア研究会事務
局（☎62-3767・旭中央病院緩和ケア
病棟内） 

復興への道を見つめる
「旭の津波記録集を学ぶ会」
日時／７月14日（土）　午後１時50分〜
場所／いいおかユートピアセンター研
修室、付近の海岸など
内容／旭市の津波記録集の解説、旭市
の復興計画の説明、現地見学など
講師／船倉武夫さん（千葉科学大学教
授）
費用／無料
問東総歴史教育者協議会・野口（☎04 
78-86-3227）　※午前８時〜10時のみ。

　赤ちゃんが生まれた家庭に、市の保健師や助産師が訪
問し、お母さんと赤ちゃんのサポートをする「赤ちゃん
全戸訪問事業」を実施してから今年で４年目になります。
　対象は生後４か月までの乳児のいる家庭全戸で、赤
ちゃんが生まれたら、ぜひ受けてほしい事業です。

「赤ちゃん訪問連絡票（ピンクの用紙）」の提出を
　赤ちゃんが生まれたら、母子健康手帳交付時に渡した
訪問連絡票を子育て支援課（市役所本庁南分館１階）、ま
たは健康管理課（旭市保健センター、飯岡保健センター）
に提出してください。
担当者から連絡します
　提出された訪問連絡票に書かれたお母さんの連絡先
に、担当者が電話で連絡をし、訪問日程を決めます。市
外に里帰り中で、里帰り先の市町村からの訪問を受けな

かった場合は、旭市に戻ってきてから訪問を受けること
ができます。また訪問連絡票の提出がない場合は、市の
出生者情報を確認し、対象家庭全戸に連絡が行くように
しています。生まれたときの体重が2,500g未満だった
赤ちゃんのお母さんには、千葉県海匝健康福祉センター
（海匝保健所）から連絡する場合もあります。
訪問の主な内容
　赤ちゃんの身長・体重測定、発育状況を確認したり、
産後のお母さんの体調について聞いたりします。そのほ
か、市が行う母子保健事業や予防接種の説明、きょうだ
いとの接し方などの相談にも応じています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　産後は赤ちゃん中心の生活になります。待望の赤ちゃ
んとの生活が楽しいと思う反面、慣れない世話や予想外
の出来事で、疲れがたまってしまうこともあります。お
母さん、あまり頑張りすぎないで！
　もし育児や赤ちゃんの成長で気になることがあるとき
は、一人で悩まず健康管理課支援班（飯岡保健センター・
☎57-3113）へ。　　　　　　　　 ［健康管理課保健師］

赤ちゃん全戸訪問を実施しています

健 康 ✚✚ メ モ

◆固定資産税　第２期
◆国民健康保険税　第２期
◆介護保険料　第２期
◆後期高齢者医療保険料　第１期
納期限は７月31日（火）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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…申し込み　問…問い合わせ

みんなで考えよう「旭市」の再生
震災復興シンポジウムとコンサート
日時／７月16日（月・祝）　開場：午
後１時30分　開演：午後２時
場所／いいおかユートピアセンター
内容／●第１部（基調講演）：「東日本
大震災からの復興への課題」（旭市）、
「地震、津波被害を緩和し、安全、快
適で活気のあるまちづくり」（高山啓子
さん：千葉科学大学教授）、パネルディ
スカッション：「安全で魅力あふれる
旭のまちづくりを考える」（国土交通
省、県防災危機管理部および県土整備
部、千葉科学大学、旭市長ほか）
●第２部（復興コンサート）：フルート
とピアノの夕べ
入場料／無料
問企画政策課企画調整班（☎62-5307）

7月は「社会を明るくする運動」
強調月間
　犯罪や非行の防止と、罪を犯した人
たちの更生について理解を深め、明る
い社会を築こうとする運動です。

〈街頭キャンペーン〉
日時／７月11日（水）　午後３時30分〜
場所／市内各地域

〈作文コンテスト〉
題材／日常の家庭生活の中で体験した
ことを基に、犯罪や非行に関して考え
たことや感じたこと
対象／市内小中学生
応募方法／９月上旬までに、400字詰
め原稿用紙３〜５枚を使用し、各学校
へ提出してください。 ※優秀作品は
千葉県推進委員会へ推薦されます。
問社会福祉課社会班（☎62-5317）

文化振興を図るため
助成金を支給します
　基礎医学、伝統芸能や音楽、演劇、
絵画や工芸、スポーツなどを対象に活
動を行っている個人および団体に、選
考の上、助成金を支給します。
　応募用紙を請求し、申し込んでくだ
さい。
提出期限／８月１日（水）
助成金上限／100万円　※再支給なし

問財団法人土屋文化振興財団（☎04 
7-364-3689）

千葉県介護支援専門員
実務研修受講試験
試験日時／10月28日（日）　午前10時〜
受験資格／医療・保険・福祉分野の有
資格者で、一定期間以上の実務経験の
ある人
申し込み方法／７月25日（水）までに
市社会福祉協議会、市高齢者福祉課に
ある申込書に必要事項を記入し、簡易
書留で申し込んでください。

問〒260-8508　千葉市中央区千葉
港4-3　千葉県社会福祉協議会介護支
援専門員養成班（☎043-204-1610）

旭市の復旧・復興に対する思いを
俳句やイラストなどで描こう
　優れた作品には副賞があります。ま
たそれらの作品は、飯岡刑部岬展望館
に展示し「語り継ぐいいおか津波（第2
集）」に掲載されるほか、各種イベント
でも紹介されます。
テーマ／「語り継ぐ」「まちをつくる」
「学びでつながる」
サイズ／ハガキサイズ
形式／俳句、イラスト、写真、エッセ
イなど　※ＣＤに録音した歌唱も可。
発表／11月５日（月）
申し込み方法／９月１日（土）までに作
品を郵送、または持参してください。
※作品は「いいおか津波復興プロジェ
クト」のコンペ参加者への資料とし
て提供されます。
問〒289-2704　旭市上永井1217

光と風キャンペーン実行委員会まち
づくりアイディア募集係（☎・FAX57-
5769） 

　去る５月20日、千葉県東部五市
体育大会が旭市で開催されました。
27種目に匝瑳市、成田市、香取市、
銚子市、旭市から選ばれた選手が集
い、日ごろの練習の成果を遺憾なく
発揮し、各競技で熱戦が繰り広げら
れました。今回で56回を数えるこ
の大会、東部地区における最大で最
も歴史のある総合体育大会であり
ます。関係者、応援団を含めますと
3,000人を超える大勢の人たちがこ
の旭市に集まりました。
　各選手は、自分たち、また市の名
誉のために最高のパフォーマンスが
発揮できるよう、長い間練習を積み
重ね、この大会に臨まれたことと思
います。開催市は順番ですが、旭市
で行われる際は、選手の皆さんを市
全体で熱く迎え、応援し「交流の郷」
づくりというまちづくりの視点から
も盛り上がりを実感できる大会にし
ていきたいと、そう感じたところで
あります。
　開催市ということで、各種目で
シード権が与えられたわけですが、
旭市は成田市に次ぐ僅差の総合２位

という結果でありました。優勝を目
指して頑張ってこられた選手の皆さ
んも、勝つことの厳しさ、大会を制
することの難しさをあらためて感じ
たことと思います。市の代表として
奮闘してくださった選手団の皆さん
に、心から拍手を送りたいと思います。
　６月３日には、消防操法大会が旭
文化の杜公園の最初の公式行事とし
て開催されました。２年ぶりのこの
大会、ポンプ車の部に12部、小型
ポンプの部に16部が出場しました。
消防団員が１か月に及ぶ訓練を経て、
団員として必須な基本的動作と、吸
水から放水までの正確さ、また安全
性とスピードを競いました。これが

「自分たちの地域は自分たちで守る」
という消防精神の原点であり、大会
も高度なレベルでの戦いの中、優勝
チームが決まりました。
　優勝することの難しさ、また勝つ
ことが期待される中での戦いは、人
生の中での貴重な経験であり、人間
形成の場であることは、紛れもない
事実だと思います。優勝チームに衷
心よりお祝いを申し上げます。

市長　明智忠直

競技に勝つ厳しさ、
大会を制する難しさ

随 筆 35
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募集
Recruitment

あなたの思いを発表してみませんか
「旭市青少年意見発表大会」発表者
日時／11月17日（土）　午前10時〜
場所／東総文化会館小ホール
対象／旭市に在住、在学、在勤してい
る小学校５年生から25歳までの人
定員／５人程度（一般公募枠）
発表の内容／日ごろ、青少年が何を考
え、何を求めようとしているか（題名
は自由）　※小学生は400字詰め原稿
用紙３枚程度、中学生以上は４枚程度。
申し込み方法／９月14日（金）までに
発表用原稿用紙と、それと同じ大きさ
の用紙に住所、氏名、性別、職業（学
生の場合は、学校名と学年）を記載し、
郵送または持参してください。

問〒289-2692　旭市高生１　生涯
学習課社会教育班（☎55-5727）

水道の管理に携わる
東総広域水道企業団職員
試験日／９月16日（日）
試験会場／旭市立第二中学校
採用予定人員／１人
申込期間／７月24日（火）〜８月10日
（金）　※土・日曜日を除く。
申し込み方法／７月３日（火）から東総
広域水道企業団総務課で配布する申込
書に必要事項を記入し、提出してくだ
さい。

問東総広域水道企業団総務課（☎04 
78-86-3821）

催し物
Events

親子消費生活講座
「おこづかいのはなし」
日時／７月22日（日）　午前10時〜
場所／海上公民館第２研修室
対象／小学生とその保護者
定員／20組40人程度
講師／千葉県金融広報委員会金融広報
アドバイザー

問旭市消費生活センター（☎63-727 
2）

決定の瞬間に立ち合おう
「2012ミス七夕コンテスト」
日時／７月14日（土）　午後１時30分〜
場所／東総文化会館小ホール
入場料／無料
問旭市商工会青年部ミス七夕委員会
（☎62-1348・旭市商工会内）

リサイクルを楽しむ
「夏休みエコ工作教室」
日時／７月22日（日）　午後２時〜４時
場所／市民会館３階ホール
対象／小学校３〜６年生
定員／30人
講師／濱野昭子さん
内容／身近なものをリサイクルし、ミ
サンガとキーホルダーを制作

問市図書館（☎62-2560）

市民講座
第10回　おしっこの話
日時／７月７日（土）　午後２時〜４時
場所／東総文化会館小ホール
内容／「前立腺肥大症〜症状から治療
まで〜」（冨岡進医師）、「女性の尿もれ
はなぜ起きるのでしょう〜その原因と
治療〜」（結城崇夫医師）、「地域での泌
尿器疾患治療の取り組み」（浜年樹医
師）、質問回答コーナー
入場料／無料
共催／旭市泌尿器研究会
問アステラス製薬（株）千葉第二営業所
担当　津田、高ノ（☎043-351-8520）

お知らせ
Information

内閣総理大臣名の書状を
贈呈します
　先の大戦で、外地など（事変地の区
域または戦地の区域）に派遣され戦時
衛生勤務に従事された、旧日本赤十字
社救護看護婦および旧陸海軍従軍看
護婦（慰労給付金受給者は除く）に対し
て、その苦労に報いるため内閣総理大
臣名の書状を贈呈しています。請求期
限は平成25年３月31日（日）までです。
問総務省大臣官房総務課管理室業務担
当（☎03-5253-5182）

市税の納付は便利な口座振替で！

　口座振替は、市役所や金融機関まで
出向く必要がなく、現金などを持ち歩
く必要もないため、便利で安心・安全
な納付方法です。申し込みは、市指定
の金融機関または郵便局で行ってくだ
さい。なお年度（納期）の途中からでも
申し込みできます。
問税務課収税班（☎62-5322）

東総“絆”フェスタ2012
〜「広げよう！地元の輪in復興あさひ」〜
日時／７月８日（日）　午前10時〜午
後５時
場所／いいおかユートピアセンター
内容／地元企業による住まいの提案、
野菜の販売、コンサート、バザーなど
問東総絆フェスタ2012実行委員会
（☎62-1341）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／7月23日（月）　午後１時〜５時
※要事前予約
場所／働く婦人の家
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

問ワーカーズコープ成田（☎0476-
37-6844）　※土・日曜日、祝日を除く。

サマージャンボ宝くじの賞金は、
１等・前後賞合わせて５億円
　この宝くじの収益金は、市町村の明
るく住みよいまちづくりのために使わ
れます。
発売期間／７月９日（月）〜27日（金）
抽選日／８月７日（火）

生ごみの水分はよく切って
出しましょう
　水分の多い生ごみは、積み込むとき
に袋が破れて周辺を汚すため、ステー
ションの管理者や付近の住民の迷惑と
なります。また液状のごみは、収集で
きませんので、水分をよく切って出す
か、直接クリーンセンターへ搬入して
ください。
問クリーンセンター（☎62-0955）

くらしのインフォメーションi
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○潜水が得意
　カワウはペリカンの仲間で、全身が
黒い色をしています。目はきれいな緑
色ですが「鵜

う

の目鷹
たか

の目」という言葉の
とおり、鋭い目つきをしています。
　カワウは池や川などの水辺で暮らし
ています。体つきはほっそりとスマー
トで、足の指には大きな水かきがあり、
水中で素早く動いて餌の魚を捕まえま
す。水深10mまで潜れるそうで魚捕
りの名人です。
　ちなみに、鵜飼いで使っている鵜は
海に住むウミウで、カワウではありま
せん。
○急激に数の増えた鳥
　カワウは最近市内でも、よく見掛け
るようになりました。実はカワウは一
時数が大幅に減り、県内でも絶滅しそ
うになったのです。その後、川の水質
が良くなって餌の魚が増えたためか、
近年急激に数が増えました。今でも数
が増え続けているようです。
　カワウの子育ては集団で行い、枯れ
枝を集めて木の枝に巣を作ります。こ
の辺りでは、銚子市のゴルフ場にある
池のほとりの林に巣を作っています。
（旭市文化財審議会委員　齊藤敏一）

魚捕りの名人
カワウ

ふるさとの自然 28

くらしのカレンダー

イ イキ キ

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市二の1920・
☎62-8070）へ。
　対象は、小学校入学前の幼児です。申込用紙は、旭市保健センター、飯岡保健
センター、秘書広報課、各支所にあります。

14日（土）ミス七夕コンテスト（午後１時30分〜　東総文化会館）
16日（月）海の日
17日（火）あさひ砂の彫刻美術展（〜31日（火）　矢指ケ浦海水浴場特設会場）

21日（土）矢指ケ浦・飯岡海水浴場オープンサマーフェスタin矢指ケ浦（矢指ケ浦海水浴場）
28日（土）旭市いいおかＹＯＵ・遊フェスティバル（〜29日（日）　飯岡海水浴場およびその周辺）

　今回「あさひの海岸物語2012」
と題して紹介した夏のイベン

ト。この題の英文表記でちょっとしたことが……。無知な私は知っ
ている単語を並べ「seaside story in Asahi 2012でいいのか」と
編集部のKくんに尋ねたら「いいんじゃないですか」の返答。間違
いを指摘されると期待したのだが……。思わぬ返答で不安になっ
た私はインターネットで検索、案の定間違っており、幾つかの表
記の存在も発覚。最後は外国人にまで確認を取り、Kくんからは「こ
れが本物から学ぶということですね」と言われてしまった。（Ｙ）

こ 話編 ぼ集 れ

あさひっ子

「お兄ちゃんが大好き♡　一緒に遊
ぶと楽しいな‼」

晴
はる

ちゃん
平成23年３月30日生
両親＝渡邉聡さん
　　　純世さん〔後草〕

「元気いっぱい‼　今日もい
たずらするぞ♪」

玲
れ
奈
な

ちゃん
平成22年11月６日生
両親＝向後和映さん
　　　裕衣さん〔鎌数〕

「大好きなすべり台でハイ！
ポーズ♡」

芽
め
愛
い

ちゃん（左）
平成22年12月30日生

蓮
れ
心
ん

ちゃん（右）
平成20年11月４日生
両親＝鈴木美佐雄さん
　　　美里さん〔井戸野〕


